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第 12 回「僕さー、沖縄のボクサー!!」漫画
の沖縄 

一頃、よく耳にした「ボクシング王国・沖縄！」

というフレーズ。 

具志堅用高をはじめとする世界チャンピオンを

中心に、ボクシング漫画の世界でも、沖縄出身の選

手が活躍しています。 

今回は、実在のチャンピオンの伝記マンガからボクシング漫画で

主人公の好敵手として登場する沖縄出身の架空選

手まで、頭数そろえて紹介します。 

 

具志堅用高の世界タイトル奪取の試合は、日本の

ボクシング史上最も衝撃

的なものだったといわれ

ています。 

そのため、当時のボク

シング漫画にも大きな影

響を与え、当時連載中だ

った「リングにかけろ」

第７巻（車田正美/作 集

英社刊）にも、なんとチ

ャンピオンになったばか

りの具志堅がゲスト出演

しています。 

当時、偶然漫画雑誌を見る機会があり、あまりにも突然の登場に

仰天したのを覚えています。なお、具志堅に関しては、学年誌でも

その伝記漫画が掲載されていたようです。 

  

そして、具志堅をモデルに描

かれた本格的ボクシング漫画が、

この「リングの鷲」全 2 巻（原

作/後閑秀雄 劇画/ながやす巧 

潮出版社）です。 

 ボクシングに青春をかけるこ

とをカンムリワシに誓った金城
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高明少年の、チャンピオンをめざす日々の激闘を描くボクシングま

んが。ただし、２巻で打ち切りになったらしい。 

綿密な取材を元に練られた作品だけあって、高校時代の風呂場掃

除による鍛錬など、あちこちで具志堅のエピソードが生かされてい

ます。 

 

「のぞみウィッチーズ」第 22巻（野部利雄著 集英

社刊）では、主人公・司馬遼太郎のプロデビュー戦

の解説に、沖縄出身の世界チャンピオン・浜田剛が

浜口剛の名で出演、以後試合解説でたびたび出演し

ています。 

 彫りの深い

顔と濃いヒゲ

は、見るからに

ウチナーンチ

ュらしい。 

（※階級も違

うので、別人と

いうこともで

きますが……） 

 

「ROUND4 義理人情の侠!不撓不屈のベルト奪還劇!渡嘉敷勝男物

語」（画/花菱スパーク）「実録ボクシング世界

王者 最強ワル列伝」（竹書房刊 収録） 

ボクシング選手は、素行不良のワルからパ

ンチひとつでチャンピオンになるパターンが

多いが、渡嘉敷もそのひとり。 

具志堅の試合に衝撃を受け、反骨心から渡

嘉敷勝男は、具志堅打倒のため、同じボクシ

ングジムに入門（同門対決はできないことを

知らずに入門したらしい……）。 

その根性と打たれ強さで、具志堅のスパーリングパートナーを務

め、具志堅引退の後、世界王者となる。 

ショートドキュメントですので、見かけたらお手にとってお楽し

みください。  
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「実録ボクシング世界王者 最強ハングリー列伝」（竹書房刊）に

は、次の二つの作品が収録されています。 

①「ROUND3 破壊という名の拳! 世界を震

撼させたＫＯ侍！ 浜田剛史物語」（画/花

菱スパーク） 

世界ジュニアウェルター（現スーパーライ

ト）級王者となった浜田のボクシング人生。

ＫＯボクサーとして己の体を極限まで鍛え

上げた彼のボクシングスタイルは、ケガと限

界との闘いだった……。 

 

②「ROUND4 世界のカンムリワシ！永久不滅

の１３度防衛！具志堅用高物語」（画/花菱スパーク） 

 世界ジュニアフライ（現ライトフライ）級王者として１３度防衛

の記録を達成した具志堅のボクシング人生。 

 

 これ以降は、創作作品の中の沖縄出身ボクサーをご紹介しましょ

う。 

 

「牙拳」第４巻（原作/東史朗 劇画/かわぐち

かいじ 芳文社刊）では、主人公のライバルの

一人として、沖縄出身のボクサー・大門政次が

登場しています。 

琉球空手からボクサーへの道を歩んだ異色の

ボクサー・大門。しかし、悲劇的な結末を迎え

る……。 

 

「覇王拳」（作画/谷村ひとし 原作/セルジオ関 徳間書店刊） 

オリンピックボイコットにより、夢を失いか

けた沖縄出身のボクサー・鷹匠道彦。世界チャ

ンピオンとなる夢をめざして、鷹匠は、横田ベ

ースの極東米軍チャンプに試合を挑む。そして、

極東米軍チャンプを倒した鷹匠に、ルメイ大佐

は、沖縄・嘉手納基地から呼び寄せた前チャン

プのゴヤスレイ兵長をぶつけてくる。 
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※米軍がそんなことをしていいの？という突っ込みはなしです。 

 

 超ロングランのボクシングまんが「はじめの一

歩」第 47～49 巻（森川ジョージ 講談社刊）に

も主人公のライバルとして沖縄出身のボクサー

が登場しています。 

主人公・一歩の前に現れたライバル島袋は、「琉

球戦士」の異名をもつ沖縄のウミンチュボクサー

だ。 アウトボクシングで戦う一歩に接近戦の打

ち合いを挑む島袋。起死回生を狙って一歩が放つ

必殺パンチ「デンプシー・ロール」を、島袋は相

打ち覚悟のカウンターで迎え撃つ! …… 

敗れる役とはいえ、主人公と正面から打ち合う島袋のファイトに、

同じウチナーンチュとしてエールを送りたい。 

 

 ※具志堅用高の伝記まんが 

 ①「はばたけ!カンムリワシ ～具志堅用高物語～」(小学 5年生 

1978年 3月号) 

  ②「栄光のカンムリワシ ～具志堅用高物語～」(小学 6 年生 

1979年 2・3月号) 

 ③「具志堅用高物語」(月刊どっかんＶ 昭和 53年（1978年）) 

 

「ストリートファイター」(竜崎遼児/作 

講談社刊) 

 妹が沖縄の米兵に乱暴され自殺。恨み

をはらすためアメリカ兵と殴り合う「ス

トリート・ファイター」として日本の米

軍基地を渡り歩く「海燕のジョー」こと

伊波譲児の物語。 

青森の駅で殴られ屋を開く伊波。殴っ

た相手は将来有望なボクサー。伊波は、

ヤクザを慕うジムの娘に焦がれる男のた

め、北海道に渡るが……。 

 もうこれはボクシングじゃないかな？ 
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こちらはキックボクシング。 

「格闘王Ｖ」（原作/梶原一騎 作画/みね武 

マンガショップ刊） 

 沖縄空手の達人を父に持つ主人公・大東

勝利は、自らの力を試すため、キックボク

シングに挑戦、沢村忠と同様・屈辱の敗北

を味わう。グローブで拳の威力を封じられ、

実戦でのダメージを考慮しない空手に見

切りをつけ、大東は、キックボクシングの

世界に身を投じる……。初出は「まんが王」

1969年 11月号～1971年 6月号。「冒険王」

1971年７～11月号。 

 

「少年よラケットを抱け」第 1巻（ちばてつや

／作 講談社） 

 ボクシングをやるため、沖縄からやってきた

少年・古賀大志は、双葉学園でボクシング部を

つくるつもりが、なぜかテニスをすることにな

って……。ボクシング漫画がテニス漫画になっ

てしまって、第１部で打ち切りになってしまっ

たのがおしい。 

 

 こちらは、ボクシング漫画ではないが、ボクサーをめざす少年が

登場するので、紹介しておく。 

「ホテルハイビスカス」(仲宗根みいこ/作 新

潮社刊ほか) 

 沖縄の戦後の仏雑な歴史を体現するかのよう

な、ホテル・ハイビスカスの家族構成。 

 長男の混血少年・ケンジにぃにぃは、ボクサ

ーをめざして、いつもトレーニングに励んでい

る。 

 モザイクのようで壊れそうな家族関係を大ら

かな沖縄人の温かさが包んでストーリーが展開していく。 

 なお、同作品は複数の出版社から刊行されているが、なぜか、全

作品を網羅したものは今のところ存在しない。 
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 おしまいは、ちょっと意外な話で締めくくりとする。 

 

「海の拳」全 2巻（バロン吉本/作 秋田書店

刊） 

 知り合いから主人公が沖縄出身ということ

で、沖縄コミックだと紹介された作品。 

確かに、冒頭で「沖縄の近くの島」出身み

たいなことが書かれていて、一時はそうかと

思った。ただし、１巻をよく読んでいくと、

あるコマの中に本人の出身地の住民票が描か

れていて、正しくは鹿児島県大島の出身とな

っていました。 

 残念です。 

 なお、格闘系マンガについては、区別があいまいになるので、次

の機会に紹介します。 

担当/量産工房 

 

その他 

・「OKINAWAN DREAM -オキナワンドリーム-」(不破

哲史/著 エポック刊) 

 1994年に 1000円で販売されたらしい同人誌？ 

 冊子タイトルともなっている、キックボクシング

に青春をかける少年を主人公とした青年漫画の他、

著者の 5作品が収録されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


